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液中渦キャビテーション発生評価手法構築に関連し、Burgers モデルから導出される渦中心減圧量評価式に

おいて乱流渦粘性の影響を考慮した修正式を円筒体系での試験で得られた流速分布に適用し、同体系にお

ける液中渦キャビテーション発生条件と比較した結果を報告する。 
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1. 緒言 

ナトリウム大型炉における液中渦キャビテーション発生評価手法構築の一環として、渦モデルを用いた

減圧量評価に基づく評価手法の構築を進めている。本報告では、Burgers モデルから導出される渦中心減圧

量評価式において乱流渦粘性の影響 [1]を考慮した修正式を、既報の円筒体系試験 [2]で得られた流速分布に

適用する。結果を液中渦キャビテーション発生条件計測結果と比較し、修正式の適用性を検討する。 

2. 減圧量評価モデルの概要および試験結果への適用 

Burgers モデルから導出される渦中心減圧量評価式にお

いて、乱流渦粘性の影響を以下の通り考慮する。 
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∆P は渦中心減圧量、αは渦軸方向流速勾配、ρは密度、ν

は動粘性係数である。Γ∞は無限遠での循環であり、既報の

試験 [2]で得られた流速分布から直接算出する。また、νtは

乱流渦粘性係数であり、モデル定数κ2と|Γ∞|の積で与える。図 1 に、渦中心減圧量の評価結果 （水温：

30℃,吸込み管流速：5.0m/s）の一例を示す。ここで、κ2は、5.0x10-5として計算した。横軸は時間、縦軸

は渦中心減圧量である。なお、本条件は、系統圧力量を 0.6MPa とした場合、液中渦キャビテーションが

時間的に連続的発生から間欠的発生に移行する条件である。∆P は、いずれの時間帯でも、飽和相当条件（赤

破線）を上回ることがわかる。すなわち、渦中心減圧量が飽和条件を上回った場合に液中渦キャビテーシ

ョンが発生するものと仮定すれば、式(1)（κ2=5.0x10-5）は、やや保守的な評価を与えると考えられる。 

3. 結論 

Burgers モデルから導出される渦中心減圧量評価式ついて、乱流渦粘性の影響を考慮した修正式を流速分

布試験結果に適用し、κ2=5.0x10-5として減圧量を算出した結果、保守的な評価となることがわかった。 
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